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衆院選、自民の現職４人と新人１人を推薦 

鹿児島県医師連盟 

 鹿児島県医師連盟（池田哉委員長、約７００人）は、２日夜鹿児島県医師会館で緊急執行委員

会を開き、次期衆院選挙での推薦候補について協議した結果、県内４選挙区と比例代表において自

民党公認の立候補予定者５氏を推薦することを全会一致で決定した。今後、新型コロナウイルス感

染症対策など５項目から成る政策協定（別紙）を各候補者と締結する。 

 推薦するのは、鹿児島１区の宮路拓馬氏（４１）、２区の金子万寿夫氏（７４）、３区の小里泰弘

氏（６２）、４区の森山氏（７６）、九州比例の保岡宏武氏（４８）。 

 今回の総選挙はいかにしてコロナの収束を図っていくのか、経済をどう立て直していくのかなど

が争点で、与野党の激しい闘いが予想される。衆院議員の任期満了（１０月２１日）に伴って、  

「１０月５日公示、１７日投票」が政権内で浮上していたが、３日になって菅総理が突然、総裁選

への不出馬を表明。会見で「コロナ対策に専念するためだ」と理由を述べ、総理も辞任する意向を

示した。今後総裁選がどんな構図で展開されるのか、次の総理にだれがなるのか、注目される。 

 総裁選は９月１７日告示、２９日投・開票の日程で決まっており、いまのところ、岸田前政調会

長が立候補を表明している。ほかに立候補があれば、激しい闘いが予想される。 

 いずれにしても、総選挙では、コロナ対策を国民がどう評価するのかが、最大の焦点で、厳しい

情勢にあるといわれる自民党が、単独過半数を獲得できるのかも注目される。 

 池田委員長は今回の総選挙について、「最大の課題であるコロナ対策を進められるのは自民党し

かない。皆様の絶大なる支持をお願いしたい」と述べた。 

（文責・事務局） 

 各選挙区の推薦候補は次の通り。 

【鹿児島１区】 宮 路 拓 馬 （４１） 自民現 当選２回 

【鹿児島２区】 金 子 万寿夫 （７４） 自民現 当選３回 

【鹿児島３区】 小 里 泰 弘 （６２） 自民現 当選５回 

【鹿児島４区】 森 山    （７６） 自民現 当選６回 

【九 州 比 例】 保 岡 宏 武 （４８） 自民新 
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一
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
お
け
る
有
事
の
医
療
と
、
通
常
の
診
療
を
中
心
と
し
た
平
時
の
医
療
を
車
の
両
輪
と
し
て
、
国
民

の
生
命
と
健
康
を
守
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
等
、
一
日
も
早
い
収
束
に
向
け
て
、
全
力
を
挙
げ
て
対
応
す
る
。 

一
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
事
業
並
び
に
診
療
報
酬
上
の
特
例
的
な
対
応
に
必
要
な
予
算
を
確
保
す
る
。 

一
、
感
染
症
等
に
対
す
る
日
本
版
Ｃ
Ｄ
Ｃ
（
疾
病
予
防
セ
ン
タ
ー
）
の
創
設
と
国
内
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
行
政
の
推
進
に
つ
い
て
国
に
働
き
か

け
を
行
う
。 

一
、
国
民
間
で
医
療
・
介
護
の
享
受
に
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
、
公
的
医
療
保
険
制
度
に
よ
る
国
民
皆
保
険
を
堅
持
す
る
と
と
も
に
、
国
民
医

療
・
介
護
の
更
な
る
充
実
・
強
化
を
図
る
。 

一
、
住
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
質
の
高
い
医
療
・
介
護
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
か
か
り
つ
け
医
を
中
心
と
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
構
築
に
必
要
な
医
療
を
確
保
す
る
。 
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